
夜空が宝
夜空が宝 科学への好奇心を喚起

研究所と歩む天文台

　「わぁ、きれい！」「惑星の模様が見えるよ」。晴れた夜は歓
声が響く。環境庁（現環境省）の「星空の街」に選ばれた
町のシンボルともいえる「銀河の森天文台」。1998年に開
館して以来、多くの町民や天文ファンを宇宙にいざなって
きた。
　一番の魅力は、大型反射望遠鏡「りくり」だ。主鏡の直
径は115㎝で、一般公開型としては日本最大級。惑星や
月などの天体や銀河なども含め、観測可能な星は18等星
まで2億個に及ぶ。
　ユニークなのは、天文台にとどまらない施設であること。
全国でも珍しいオーロラ発生装置や、陸別の寒さの仕組
みを知る展示。さらに名古屋大学宇宙地球環境研究所
の「陸別観測所」や国立環境研究所の「陸別成層圏総
合観測室」といった全国共同利用の研究所が同居する。
「りくべつ宇宙地球科学館」の正式名称は、それゆえだ。
　これまで、出前授業や宇宙飛行士などを招いた講演、カ
ナダのオーロラをドーム型スクリーンに映して生中継する
など、数々のイベントを実施してきた。ときには研究機関と
連携した深みある企画で、科学への好奇心を喚起。開館
20年目の2018年、来館者は20万人を突破した。
　「町から天文学者となる子どもが出てくるとうれしいです
ね」と技師の中島克仁さん。地域に根差し、さらにどんな進
化を遂げるのか。

　銀河の森天文台の建設を後押ししたのは、1枚の低緯度オーロ

ラ写真だった。「あのときのようなオーロラをもう一度見たい」。撮影し

た地元の天文同好会メンバーで町職員の津田浩之さん（58）と副

島俊樹さん（55）は、今も陸別の夜空を追いかける。

 1989年10月21日夜、津田さんと副島さんは「陸別天体観測所」（上

陸別）にいた。この日は彗星を観ようと、同好会の星好きが高じて

1988年に造った建物に詰めていた。空の変化に気付いたのは午

後8時45分ごろ。稜線近くに寝そべる北斗七星含め、北の空が深い

赤に染まっていた。

　この年は太陽活動が活発で、日本で31年ぶりにオーロラが見える

可能性はあったが、「想像は青いカーテン状のもの」と津田さん。それ

でも、初めて目にする神秘的な現象に夢中でシャッターを切ったとい

う。そしてこれが国内初、カラー写真で捉えたオーロラとなった。

　写真はマスコミや天文ファン、学者らを大いに沸かせ、前年に「星

空の街」に選ばれた陸別は、「オーロラのまち」の冠も得ることに。星

空やオーロラでの地域活性化を目指し、町は天文台設立の構想を

本格化させていった。

　以来、陸別では幾度とオーロラが観測されているが、肉眼ではっき

り見えたのはあの日が最後だという。そして、「それだけ価値があるん

だよ」と2人は声を合わせた。

　美しい星空と低
緯度オーロラが観
測できる町は、天文
台が“宇宙への窓”
となり歩み続ける

りくべつ宇宙地球科学館
（愛称：銀河の森天文台）
陸別町宇遠別　☎0156・27・8100
営：14時～22時30分（4～9月）、
13時～21時30分（10月～ 3月）
休：月・火曜、年末年始

りくりで撮影した
2,100万光年彼方に
ある銀河「M51」

1989年10月21日に撮影した低緯度オーロラのカラー写真（津
田浩之さん撮影）

満天の星空を仰ぐ津田さんと副島さん。2人とも子どもの頃から星空を観るのが好きだったという

天文台2階にある総合観測室。観測機器
が並び、成層圏・対流圏の大気やオーロラ
観測など、さまざまな研究を行っている

天文台のスタッフ。左から中島さん、受付の佐藤由里江さんと佐藤麻奈
美さん、案内担当の守屋来さん、主任主査の村田拓也さん。館長はオー
ロラ研究の世界的権威、上出洋介さんだ

津田さん（右）と副島さん。津田さんは天文台設
立の構想にも関わり、97年からは銀河の森振興
室係長を務めた

観測所内部。屋根はスライドで動き、4台
の望遠鏡を据えることができる

陸別天体観測所。子ども対象の星空観
望会を開くなど、天文台の前身となるよう
な活動もしていた

大型反射望遠鏡「りくり」。過去には、ロシアの宇宙ステーション「ミール」が廃棄され、落下する国内最後の貴重な画像を捉えたことも

始まりは1枚の

オーロラ写真。
天文台誕生を

後押し
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